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　北
部
公
民
館
で
は
、
農
業
体

験
・
伝
統
行
事
の
体
験
な
ど
親
子

で
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
親
子
体
験
教
室
「
あ

る
あ
る
探
検
隊
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
市
内
小
学
生
親
子
を
対
象

と
し
、
平
成
29
年
度
の
参
加
者
は

親
子
13
組
30
人
と
な
り
ま
し
た
。

　赤
岩
Ｍ
21
の
皆
さ
ん
を
講
師
と

し
て
迎
え
、
５
月
の
田
植
え
か
ら

始
ま
り
、９
月
30
日
に
は
稲
刈
り
・

は
ぜ
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
ど
ろ
ん

こ
に
な
り
な
が
ら
手
植
え
で
田
植
え

を
行
い
、
稲
刈
り
の
合
間
に
カ
エ
ル

や
カ
マ
キ
リ
を
捕
ま
え
た
り
、
自
然

と
た
く
さ
ん
触
れ
合
え
る
講
座
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

北
部
公
民
館

「
あ
る
あ
る
探
検
隊
」

親子で農業・伝統行事を体験

９月30日に行なった稲刈り。「上手に刈れたかな？」
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　今
年
度
は
、
11
月
の
干
し
柿
づ
く

り
、
１
月
の
や
し
ょ
う
ま
づ
く
り
で

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
度
は

一
緒
に
農
業
体
験
な
ど
を
行
い
ま
せ

ん
か
？
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

５月20日に行なった田植え。「子どもたちは真剣です！」
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豊
田
公
民
館

　盆
野
球
大
会

　豊
田
公
民
館
で
は
、
今
年
も
恒
例

の
盆
野
球
大
会
を
、８
月
14
日
（
月
）

に
、
市
営
豊
田
野
球
場
及
び
豊
田
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
開
催

し
ま
し
た
。

　今
年
は
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
炎

天
下
の
中
、
思
い
き
り
汗
を
流
し
、

プ
レ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。
野
球
好

き
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
盆
野
球
大

会
は
、
年
に
一
度
の
大
き
な
楽
し
み

で
あ
り
、
互
い
に
交
流
を
深
め
る
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。

西
部
公
民
館

　生
き
が
い
づ
く
り
講
座

　西
部
公
民
館
で
は
、
生
き
が
い
づ
く

り
講
座
と
し
て
各
種
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
年
間
通
じ
て
開
催
し
て
い
る

「
初
級
英
会
話
教
室
」「
近
世
文
書
（
古

文
書
）
講
座
」「
家
庭
教
育
学
級

　母

と
子
の
す
く
の
び
学
級
」
は
、
い
ま
か

ら
で
も
参
加
可
能
で
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　す
で
に
終
了
し
た
講
座
は
「
ゆ
っ
た

り
ヨ
ー
ガ
教
室
」「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

「
手
ま
り
教
室
」。「
太
極
拳
講
座
」
は

あ
と
1
回
開
催
予
定
で
す
。
ど
の
講
座

も
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　秋
か
ら
初
冬
は
創
作
系
の
講
座
を
用

意
し
ま
し
た
。
現
在「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
」

「
キ
ム
チ
作
り
講
座
」
の
募
集
を
開
始

し
て
い
ま
す
。「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
」
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
皿
や
カ
ッ
プ
を
つ
く

る
こ
と
の
で
き
る
講
座
で
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
参
加
申
込
み
は
電
話
で
も
受
付

し
て
い
ま
す
。

　生
き
が
い
づ
く
り
講
座
の
開
催
は
、

各
公
民
館
内
の
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
な
か

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

炎天下の中、熱戦が繰り広げられました

上位４チームに対し表彰を行ないました

「ゆったりヨーガ教室」でリラックス

手まり作製中。出来上がりが楽しみです
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　栗
林
区
は
、
中
野
市
の
入
口
、
中

野
イ
ン
タ
ー
に
近
く
、
区
の
真
ん
中

を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
が
通
り
、
足

元
に
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
（
栗
林
遺

跡
）
が
眠
っ
て
い
る
、
世
帯
数
145
戸

の
小
さ
な
区
で
す
。

　分
館
は
、
館
長
、
主
事
、

副
主
事
、
女
性
主

事
、
委
員
3
名
の

計
７
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
初
仕

事
は
、
３
月
５
日

の
女
性
講
座
で
、

薬
剤
師
の
松
井
厚

西
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　５
月
に
は
、
区
民
親
睦
旅

行
を
開
催
し
、
今
年
は
区
の

白は
く
さ
ん
ひ
め

山
姫
神
社
の
総
本
社
で
あ

る
、
白は

く

山さ
ん

比ひ

咩め

神
社
（
石
川

県
）
に
参
拝
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
途
中
、
松
井
秀
喜
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
立
ち
寄
り
、
東
茶
屋
街
な

ど
、
散
策
し
て
来
ま
し
た
。

栗 林 分 館 こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

　９
月
に
は
、
そ
ば
打
ち
体
験
を
行

い
、
10
月
に
は
敬
老
会
を
行
い
、
親

睦
を
図
り
ま
し
た
。
最
後
の
行
事
は

１
月
の
ど
ん
ど
焼
き
で
、
１
年
間
の

無
病
息
災
を
願
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
分
館
で
は
多
く
の

区
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
様
、
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
分
館
長

　三
田

　俊
夫
）

ふ
る
さ
と
の
歴
史

　江
戸
時
代
の
村
の
規
模
や
発
展
の

様
子
を
調
べ
る
方
法
と
し
て
、
米
の

取
れ
高
（
石
高
）
が
あ
る
。
栗
林

村
の
石
高
を
み
る
と
、「
慶
長
検
地

打
立
帳
（
一
六
〇
二
）」
→
一
七
三

石
。「
元
和
の
福
島
検

地
（
一
六
一
九
）」
→

二
一
六
石
。「
正し
ょ
う
ほ
か
き
あ
げ

保
書
上

（
一
六
四
四
）」
→
二
六
〇

石
。「
慶
安
検
地
帳

（
一
六
五
二
）」
→
三
九
七

石
新
田
を
含
む
。「
元
禄

郷
帳
（
一
六
八
八
）」
→

二
六
〇
石
、
他
に
当と
う
そ
ん村
、

枝え
だ
ご
う郷
大
久
保
新
田
村

二
カ
村
。「
天
保
郷
帳

（
一
八
三
〇
）
→
四
八
九

石
、
古
く
は
当
村
大
久
保

新
田
村
二
カ
村
。
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　大
久
保
新
田
村
と
は
現
在
の
牧
山

集
落
の
こ
と
で
あ
る
。
大
久
保
新
田

村
は
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
に
検

地
請
を
し
て
い
る
。

　検
地
帳
な
ど
を
み
る
と
慶
安
検
地

帳
に
は
じ
め
て
「
新
田
を
含
む
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
万
治
四
年
に
新
田

村
は
検
地
請
を
し
て
い
る
の
で
、
慶

安
検
地
以
前
の
正
保
・
元
和
期
頃
か

ら
新
田
村
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
つ

つ
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　開
発
は
、
浜
津
ケ
池
の
北
、
大
池

平
（
現
古
屋
敷
）
に
住
む
人
た
ち
が

中
心
に
な
り
、
漸
次
、
山
下
へ
開
発

が
移
っ
て
い
っ
た
。
牧
山
地
籍
は
千

曲
川
下
流
右
岸
、
高
丘
台
地
の
北
端

に
位
置
す
る
。
千
曲
川
に
面
し
た
山

麓
は
急
傾
斜
地
で
、
千
曲
川
が
迫
る

が
湾
曲
し
て
流
れ
て
い
る
た
め
南
部

は
開
け
て
い
る
。

　土
地
が
低
く
、
千
曲
川
が
湾
曲

し
て
流
れ
る
た
め
水
害
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
の
大
洪
水
で
は
被
害

甚
大
で
あ
っ
た
。

　天
保
郷
帳
か
ら
大
久
保
新
田
村
が

栗
林
村
に
合
併
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
新
田
村
は
、
万
治
四
年
か

ら
天
保
期
ま
で
約
二
七
〇
年
間
で
あ

る
。
し
か
し
、
千
曲
川
に
面
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
江
戸
末
期
に
は
、
千

曲
川
通
船
の
河
岸
場
や
川
岸
問
屋
な

ど
が
で
き
た
り
し
た
。

　
　
　
　
　

　（松
沢

　邦
男
）

区民親睦旅行　白
はく

山
さ ん

比
ひ

咩
め

神社にて

栗林村の新田村（牧
ま き や ま

山）
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か

ら
新
田
村
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
つ

つ
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　開
発
は
、
浜
津
ケ
池
の
北
、
大
池

平
（
現
古
屋
敷
）
に
住
む
人
た
ち
が

中
心
に
な
り
、
漸
次
、
山
下
へ
開
発

が
移
っ
て
い
っ
た
。
牧
山
地
籍
は
千

曲
川
下
流
右
岸
、
高
丘
台
地
の
北
端

に
位
置
す
る
。
千
曲
川
に
面
し
た
山

麓
は
急
傾
斜
地
で
、
千
曲
川
が
迫
る

が
湾
曲
し
て
流
れ
て
い
る
た
め
南
部

は
開
け
て
い
る
。

　土
地
が
低
く
、
千
曲
川
が
湾
曲

し
て
流
れ
る
た
め
水
害
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
の
大
洪
水
で
は
被
害

甚
大
で
あ
っ
た
。

　天
保
郷
帳
か
ら
大
久
保
新
田
村
が

栗
林
村
に
合
併
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
新
田
村
は
、
万
治
四
年
か

ら
天
保
期
ま
で
約
二
七
〇
年
間
で
あ

る
。
し
か
し
、
千
曲
川
に
面
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
江
戸
末
期
に
は
、
千

曲
川
通
船
の
河
岸
場
や
川
岸
問
屋
な

ど
が
で
き
た
り
し
た
。

　
　
　
　
　

　（松
沢

　邦
男
）

区民親睦旅行　白
はく

山
さ ん

比
ひ

咩
め

神社にて

栗林村の新田村（牧
ま き や ま

山）



講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/kouminkan/

38２０１7．１１ 文化なかの

講　座　名 日　時 場　所 講　師 備　　　考

中

　
　央

　
　公

　
　民

　
　館

しめ縄づくり
　　　　講習会

12月１日㈮ 
午後６時～８時30分

中央公民館 
講　　　堂

 
大宮　誠吉 先生

＜定　員＞30名 
＜対　象＞市内在住又は在勤の方
（中学生以上） 
＜材料費＞600円 
＜持ち物＞わらが切れるハサミ 
＜申込み＞11月６日㈪から

お正月用の 
ミニ盆栽づくり

12月11日㈪ 
午後１時30分～
　　　　　　３時30分

働く婦人の家 
１階講習室 

　

癒しのテーブル 
ガーデニング 
コーディネーター 
碓井　智子 先生

＜定　員＞15名 
＜対　象＞市内在住又は在勤の方 
＜材料費＞1,500円 
＜持ち物＞持ち帰り用の袋、箱 
ある方は、園芸用のはさみ・手袋 
＜申込み＞11月13日㈪から

らくらく
スマートフォン
体験教室

平成30年１月12日㈮
午後１時から午後３時

中央公民館
教　　　室

ドコモショップ
中野店

＜定　員＞10名（先着順）
※ただしスマートフォンをお持ち
でない方に限ります。
＜受講料＞無料
 ※スマートフォンはお貸しします。
＜申込受付＞12月11日㈪から

公民館ギャラリー　陶芸展 中野陶友会  11月１日㈬～11月30日㈭

豊

　
　田

　
　公

　
　民

　
　館

ふるさとの寺めぐり 
お寺で雅楽鑑賞会 
（内容）豊田地域のお
寺を訪ねる第４回目の
講座です。今回は、雅
楽を鑑賞します。

11月12日㈰ 
午後２時～４時

西　迎　寺
（上今井504）

西迎寺副住職 
兼子　章良 さん

＜定　員＞30名程度 
＜受講料＞無　料 
＜申込み＞随時受付中

ワイン講座 
～晩秋の赤ワイン～ 
（内容）晩秋の夜にふ
さわしい赤ワインを、
ソムリエが厳選してご
用意します。

11月17日㈮ 
午後４時～６時

豊田公民館

日本ソムリエ
認定協会 
認定講師 
宮澤　利彦 先生

＜対　象＞20歳以上の方 
＜定　員＞20名 
＜受講料＞1,500円 
＜締　切＞11月10日㈮まで

豊田公民館
　 教育講演会 
（内容）※詳細につき
ましては、今月の「広
報なかの」折り込みチ
ラシをご覧ください。

12月３日㈰ 
午後１時30分～３時 
（開場：午後１時）

豊田公民館
上田情報ビジネス
専門学校
 比田井和孝 先生

＜定　員＞500名 
＜入　場＞無　料 
＜申込み＞不　要 
＜その他＞託児はありません

ねこはんてんづくり 
（内容）防寒着「ねこ
はんてん」を手縫いで
つくります。

12月15日㈮ 
正午～午後４時

豊田公民館
中野友の会
　　　の皆さん

＜定　員＞15名 
＜受講料＞2,000円 
＜持ち物＞裁縫道具 
＜申込み＞11月10日㈮から 
＜締　切＞12月８日㈮まで

講　座　名 日　時 場　所 講　師 備　　　考

北  

部  

公  

民  

館

＜講演会＞ 
食肉のパワーで
みんなも元気、
地域も元気！

12月２日㈯ 
午後２時～３時15分 

（受付１時30分から）
北部公民館

食肉流通センター
理事長 
小林　裕幸さん

＜受講料＞無料 
＜申込み＞不要 
＜その他＞どなたでもお気軽にご
参加ください。

みんないきいき！ 
北部生きがい大学 
【公開講座】 
年忘れ落語鑑賞会 
＜内容＞笑って新年を
迎えましょう！

12月５日㈫ 
午後１時30分～３時 
（受付１時から）

北部公民館
中野市落語
研究会の皆さん

＜受講料＞無料 
＜申込み＞不要 
＜その他＞どなたでもお気軽にご
参加ください。

西
部
公
民
館

生きがいづくり講座 
キムチ作り講座

　

11月29日㈬ 
11月30日㈭ 
（全２回） 
午前９時30分～正午

西部公民館
韓国料理研究会
の皆さん

＜定　員＞16名 
＜材料費＞700円 
＜持ち物＞ビニール手袋、エプロ
ン、バンダナ 
＜申込み＞11月6日㈪午前9時から 
＜その他＞2日間とも参加できる方

今月の伝言板

39 ２０１7．１１文化なかの

さつま芋／間山（たぬき） 地蔵尊のお盆／更科（清子）

鬼の舞／日和山神社（宮澤）石碑と井戸／高梨館跡公園にて（春原）

　文化なかの編集委員会では、中野市内の花
や季節の写真を募集します。未発表で最近

4 4 4 4 4 4

の写真に
4 4 4 4

限ります
4 4 4 4

。
　氏名、住所、連絡先、作品名、撮影場所、花の名前等を書き送ってください。
匿名希望やペンネーム掲載はその旨をお伝えください。随時募集！

〠３８３-００２５ 中野市三好町一丁目４番27号　☎22－2691
Ｅメール c-kominkan@city.nakano.nagano.jp宛先 中央公民館

花と季節の写真募集
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　今
回
は
、
安
源
寺
地
区
の
小お

　
う
ち

　
は
ち

　
ま
ん

内
八
幡
神
社
の
秋
祭
り
に
奉
納

さ
れ
る
「
浦
安
の
舞
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
舞
姫
た
ち
を
紹
介

し
ま
す
。

「
浦
安
の
舞
」
は
皇
紀
２
６
０
０
年(

昭
和
15
年)

、
宮
内
庁
楽

長
、
多お

お
の
た
だ
と
も

忠
頼
が
歌
詞
と
振
付
を
行
い
、
「
11
月
10
日
に
、
全
国

で
一
斉
に
舞
い
ま
し
ょ
う
」
と
決
め
た
舞
で
す
。
当
時
、
小
内

八
幡
神
社
の
先
々
代
の
片
山
宮
司
が
全
県
に
普
及
し
て
廻
っ
た

も
の
で
、
現
、
片
山
宮
司
が
３
年
前
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

「
浦
安
の
舞
」

は
現
在
、
安
源

寺
地
区
を
中
心

に
、
小
学
校
２
年
生
か

ら
中
学
校
１
年
ま
で
の

少
女
６
名
が
、
舞
姫
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
取
材
当
日
は
、

９
月
17
日
か
ら
始
ま
る

小
内
八
幡
神
社
の
秋
祭

り
に
備
え
、
本
番
用
の

装
束
を
着
け
て
、
最
後

の
稽
古
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
く
普
通
の
少
女

た
ち
が
、
装
束
を
身
に

ま
と
い
舞
姫
と
な
っ
て

「
浦
安
の
舞
」
を
始
め

る
と
、
そ
こ
に
は
本
番

さ
な
が
ら
の
引
き
締
ま

っ
た
空
気
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　地
域
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
舞
姫
た
ち
。
こ
う
し
た
伝
統
文
化
は

若
い
少
女
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

（
文
化
な
か
の
編
集
委
員

　有
賀
） 地域の伝統を継承していく舞姫たち

～来てよかったね　また来たいね　中野市北部公民館～

平成29年度　中野市北部公民館講演会平成29年度　中野市北部公民館講演会

みんなで学び、みんないきいき講演会
演題『食肉のパワーでみんなも元気、地域も元気！』

小林　裕幸さん（現 食肉流通センター理事長）講師

お問い合わせ　中野市北部公民館　☎0269－26－0677お問い合わせ　中野市北部公民館　☎0269－26－0677

入場
無料

期日 平成29年12月２日（土）
時間 午後2時～午後３時15分（午後１時30分  開場）
会場 中野市北部公民館

講師の小林さんには、農林水産省との人事交流職員として、２年間中野市役所でご活躍いただきました


